
45022-XNP -K000 
SPORTS BRAKE PAD TYPE-SPORTS(FRONT)

取 付・取 扱 説 明 書
この度は、無限製品をお買い上げ頂きありがとうございます。

以下の注意点を正しくご理解の上、お取り付け下さいますようお願い申し上げます。

取り付け後は、本書を必ずお客様にお渡し下さい。

重要事項

 1.本製品は制動力を高める事を目的に鉄分の含有量が多い材質を使用しています。

 2.ブレーキを濡れた状態で長時間放置しておくと、鉄分が酸化する事によりブレーキローターとの

   間で貼り付きが発生し、振動・異音の発生および固着に至る可能性があります。

 3.洗車時はブレーキパッドに水を掛ける事を避け、洗車後に長時間駐車する場合は再度車両を走行

   させてブレーキ操作を行い、ブレーキパッドとブレーキロータの水分を極力除去して下さい。

 4.降雨時の長時間駐車でも状況によって貼り付きおよび異音・振動が発生する場合があります。

 5.再始動時は急発進を避け、慎重な発進操作を行って下さい。

 6.貼り付きおよび異音・振動が発生した場合は点検を行うか、お近くの販売店にご相談下さい。

『ブレーキパッド・ブレーキローター間における貼り付き』に関して
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１. 開梱後は、ただちに梱包内容（構成部品表を参照）の不足や破損の無いことを確認して下さい。

２. 取り付け前に適合車種の確認を行って下さい。

次ページに続きます

! ご注意

[適合車種]　ＶＥＺＥＬ　ｅ：ＨＥＶ　６ＡＡーＲＶ５・６

ご不明な点がございましたら下記までご連絡下さい。
〒３５１－８５８６　埼玉県朝霞市膝折町２-１５-１１
　　　　　　　　　　株式会社　Ｍ－ＴＥＣ　商品事業部　国内販売課
　　　　　　　　　　【営業時間10:00～17:00（土日・祝日・弊社指定定休日を除く）】

TEL．０４８-４６２-３１３１　FAX．０４８-４６２-３１２１
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３. 純正パーツの取付け・取外しは本田技研工業㈱発行のサービスマニュアルに従って行って下さい。

４．本製品の改造、組み付け不良、誤使用による不具合・事故等については、弊社は一切責任を負い

　　ませんのでご了承下さい。

５．本製品は車種毎にテストを行って適合を設定しておりますので、適合車種以外への取付けは行わ

　　ないで下さい。

６．ブレーキは重要保安部品です。交換作業はお近くのホンダカーズおよび認証工場で行って下さい。

　　交換に伴う不具合により生じた不具合・事故につきましては当社は一切の責任を負いかねます

　　ので予めご了承下さい。

　　※本書の内容は自動車整備士および整備について十分な知識・経験を持った方を対象としており※本書の内容は自動車整備士および整備について十分な知識・経験を持った方を対象としており

　　　ます。　　　ます。

      経験が無い方のみでの交換作業は怪我や事故または走行中の車両トラブルを招く恐れがあり、      経験が無い方のみでの交換作業は怪我や事故または走行中の車両トラブルを招く恐れがあり、

　　　大変危険ですので絶対に行わないで下さい。　　　大変危険ですので絶対に行わないで下さい。

７．ブレーキパッドは衝撃に弱い部品です。取付け時は落下させるなど、強い衝撃を与えないように

　　注意して下さい。

８．交換作業を行う際は関連部品を点検し、異常があった際はサービスマニュアルに従って交換また

　　は修理を行って下さい。

９．ブレーキパッドの交換直後はブレーキディスクの間に馴染みが出ていない為、一般的に制動力が

　　低下します。馴染むまでは急制動を控え、十分な制動距離を確保して下さい。

10．本製品は一般的な純正ブレーキパッドに対して制動性能重視の為、ブレーキノイズ(鳴き)、

　　ブレーキダストおよび耐摩耗性能について劣る場合があります。

11．ブレーキパッドは消耗部品です。限度を超えた摩耗状態での使用は危険ですので絶対に止めて

　　下さい。本製品はウェアインジケータが装着されていない為、目視による定期的な点検が必要

　　です。摩擦材厚み4.0mmを目安に摩耗限度より早めの交換を心掛けて下さい。

　　※本製品の摩耗限度・・・摩擦材厚み2.0mmまで※本製品の摩耗限度・・・摩擦材厚み2.0mmまで
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【構成部品表】
　　No.　　　　　PARTS　NAME.　　　　　　QTY.

　  ①　フロント ブレーキ パッド　　　　　４

①
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【ブレーキパッドの交換】

Ⅰ．ブレーキパッドの取外し      

１. サービスマニュアルに従って正しい位置でジャッ
　　キアップまたはリフトアップし、ジャッキアップの
　　際はリジットラックを使用し、作業にあたって車両
　　が安全な状態であることを確認する。

５. キャリパ ブラケットからパッドとシムを取り外す。
　　※シムは再利用するため、紛失や破損に注意すること。
　　　また、損傷や変形などがある場合、交換すること。

２. ホイールを取り外し、関連部品の点検を行い異常が
　　ないことを確認する。

３. ブレーキ キャリパ下側のフランジ ボルトを外し、
　　キャリパ ボディを持ち上げる。

４. キャリパ ボディを針金などで固定する。
　　※ブレーキホースに無理な曲げが生じないように
　　　注意し、他の部品に損傷を与えないように十分
　　　に注意すること。

６. リテーナおよびキャリパ ボディ、キャリパ ブラ
　　ケットを清掃する。

 

 

フランジ ボルト

パッド

シム

シム

キャリパ ブラケット
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Ⅱ．無限ブレーキパッドの取付

 

１. ブレーキ キャリパ レンチ（市販工具）を用いて
　　ピストンをゆっくり押し込む。
　　※マスタ シリンダのリザーバ タンク内のフルード
　　　容量に注意し、あふれないようにすること。

３. キャリパ ボディを元の位置に戻し、フランジ ボル
　　トを締め付ける。

２. 矢印で示した箇所にモリコートＭ77グリースを塗布
　　し、シムを本製品に取り付け、キャリパ ブラケット
　　に取り付ける。
　　※グリースがはみ出さないように注意すること。
　　※シムの向き（外側用、内側用）に注意すること。

４. ブレーキ ペダルを数回踏んで、ピストンを押し出
　　しブレーキが作動することを確認する。

５. 必要に応じてエア抜きやブレーキフルード量を調整
　　すること。

１. マスタ シリンダのリザーバ タンクのブレーキ フ
　　ルード量を点検する。

２. ブレーキ ホースのねじれ、他部品との干渉や液漏
　　れがないか点検する。

 

 

パッド

シム

シム

キャリパ レンチ

グリース：

フランジ ボルト
トルク：５０Ｎ・ｍ

キャリパ ブラケット

キャリパ ボディ

Ⅲ．取付後の確認

３. ホイールを取り付け、車両を下ろしてホイール ナ
　　ットを規定トルクで締め付ける。
　　※ホイールナット締め付けトルク：１０８Ｎ・ｍ
　　※取り付け後は本書に記載のご注意事項に従って安
　　　全運転を心掛け、定期的に点検を行ってください。


